
港区立子ども家庭支援センター・明治学院大学社会学部付属研究所 

2006年度 港区地域こぞって子育て懇談会報告書 

～子育てをささえる地域創りのための 
　　　　　　　ラウンド･ミーティング～ 

づく 



子どもたちと遊ぼうタイム～♪ 
午後1時～1時30分 

高輪地区編1月13日(土)・芝地区編1月27日(土) 両日午後1時～3時30分 

港区地域こぞって子育て懇談会 

当日はこんなプログラムでした… 

参加者の皆さんと子どもたちと楽しむ時間をもちました。 
「あとだしジャンケン」「隣人の証言」「甘い仲間たち」と 
いうゲームなどで、にぎやかにアイスブレイキング～ 

港区内子育てグループ 
の活動紹介 

午後1時30分～2時 

（紹介順） 

みなと子育てネットWa.Wa.Wa
ポニーの会 
おおきなき 
おさんぽくらぶ 
サコダ運動遊びくらぶ 
高輪ハッピーママーズ 
デイジーチェーン 
La.La.La.
青山ライオンキッズクラブ 
めいがくキッズ＆ママ･パパ応援隊 
みなそれぞれ子育てをとおしての地域 
創りをめざしています～ 

子育てをささえる地域創りの 
ためのラウンド･ミーティング 

午後2時～3時30分 

● 子育てをささえる地域創りのための｢地訓｣ ● 

　参加者の皆さんはグループに分かれ、グループの数だけ「地訓」をつくりました。 
　昔はどの家にもあった「家訓｣。ラウンド・ミーティングでは､「家訓」ではなく、地 
域の中で子どもたちを育てるために、親として大人として、こうあるべき＆こうありた 
いね…という想いを「地訓」としてまとめてみようとディスカッションしました。 
　まとめた「地訓」が、明日また声をかけ合え、なじみになれる、そんな「地域まるご 
と子育て」ネットワークに役立ちますように。 

1月13日ファシリテーター森玲子 
1月27日ファシリテーター加留部貴行 

子育てまっ最中のパパ・ママ、地域の 
子育てに関心のある方、子育て支援に 
取り組む活動グループ、地域のさまざ 
まな活動者（町会、民生・児童委員、 
青少年委員、NPO等の皆さん)、商店会 
や企業の皆さん、学生やこれから子育 
てする方…さまざまな皆さんに呼びか 
け、高輪地区74名・芝地区80名が参 
加しました。 



港区内の子育てグループメンバーに 
呼びかけ、実行委員会結成！ 
10月20日より企画を開始、計10回の 
実行委員会を行いました。 

実行委員会と並行して、懇談会の企画立案や運 
営のためのスキル、また日頃の子育てグループ 
活動にも役立つスキルを皆で学びました。 （48ページ以降に講座の内容を掲載しています） 

第1回「ITをつかって活動をPRしよう」 
＊実際に､ブログをつくりました｡ ＊伝えるためのマインドを学びました。 

＊写真はプレゼンテーションの実習をしているところです。 ＊いろいろな報告書を見比べてみました｡ 

第2回「参加者集めのためのチラシづくり」 

第3回「活動紹介のためのプレゼンスキル」 第4回「報告書のまとめ方」 

港区地域こぞって子育て懇談会 

子育てをささえる地域創りのためのラウンド･ミーティング 
づく 

開催までの軌跡 開催までの軌跡 

子育て支援活動メンバーのための 
活動スキルアップ講座 

実行委員会 



地域での子育てを話し合うためのラウンド･ミーティング…でも大人だけで話す 
のではなく、すこしの時間だけど子どもたちともふれあおう～と、会場いっぱ 
いつかって、たのしみました。 

青山ライオンキッズクラブ めいがくキッズ＆ママ・パパ応援隊 La.La.La.

あとだしジャンケンしています｡（高輪地区） 

こちらもあとだしジャンケン中｡（芝地区） 

「隣人の証言」となりの人と自己 
 紹介（高輪地区） 

「甘い仲間たち」グループ分けは 
 アメで行いました｡（芝地区） 

子どもたちと遊ぼうタイム～雖 

～子育てをささえる地域創りのためのラウ 
づく 



ポニーの会 おおきなき おさんぽくらぶ 

サコダ運動遊びくらぶ 高輪ハッピーママーズ 

みなと子育てネットWa.Wa.Wa （芝地区） （高輪地区） 

デイジーチェーン 

港区内子育てグループの活動紹介 

ンド･ミーティング～ 当日のドキュメント 

地域のさまざまな方へ向けて、子育てグループの活動を紹介しました｡（講座の 
成果を生かして、2分間のプレゼンテーションを行いました｡） 



ファシリテーター森玲子さん 

高輪地区のラウンド･ミーティングは 
10のグループで行いました。 

各グループごとに地訓を発表しました｡ 

10ヵ条の地訓が出そろいました。 

地訓のアイデアを 
各自書いてから意 
見交換しました。 

～子育てをささえる地域創りのための 
　　　　　ラウンド･ミーティング～高輪地区編 

づく 





各グループの 
リーフレット 
をおいた資料 
コーナー 

11か条の地訓が出そろいました。 

ファシリテーター加留部貴行さん 

芝地区のラウンド･ミーティングは 
11のグループで行いました。 

各グループの地訓の「その心」を発表 
しました。 

～子育てをささえる地域創りのための 
　　　　　　ラウンド･ミーティング～芝地区編 

づく 





手話通訳つき 

主催：港区立子ども家庭支援センター・明治学院大学社会学部付属研究所 

開催日時・場所 

対　　象 

高
輪
地
区
編 

◆港区内の子育てグループの活動紹介　　　13:30～14:00

みなと子育てネットWa.Wa.Wa　高輪ハッピーママーズ　ポニーの会 
La.La.La.　おさんぽくらぶ　デイジーチェーン　おおきなき　 
青山ライオンキッズクラブ　サコダ運動あそびくらぶ　その他 

◆子どもたちと遊ぼうタイム～雖　　　　　13:00～13:30

参加者と子どもたちと楽しむ時間をもちます。雖グー～チョキ～パー雖 

◆参加者によるラウンド・ミーティング　　14:00～15:30

子育てをささえる地域ビジョンを創ります 

地域の子育てに関心のある方、子育て中の方（高輪・芝地区以外の方も歓迎です） 

2つの地区で開催します｡どちらかへの参加･両日参加いずれも歓迎です。 

参 加 費 無　　料 

2007年1月13日（土）午後1時～3時30分 
明治学院大学　白金キャンパス　アートホール 
　　　 （最寄り駅：白金高輪、白金台、高輪台） 

芝
地
区
編 

港区立子ども家庭支援センター地域活動室 
みなとキッズサポートセンター（最寄り駅：浜松町） 

お問い合わせ・申し込み先　明治学院大学社会学部付属研究所　（港区白金台1-2-37） 
　　　　　　　　　　　　　TEL03-5421-5204･5205　FAX03-5421-5205　 
　　　　　　　　　　　　　Eメール issw＠soc.meijigakuin.ac.jp

 

保育あり 未就学児20人まで　申し込み多数の場合は、抽せん 

申し込み方法 申し込み先へTEL､FAX､Eメールでお申し込みください。 

保育申し込みしめきり 　高輪地区1月13日分：12月26日（火）芝地区1月27日分：1月19日（金） 

定　　員 各地区 60人 

 

2007年1月27日（土）午後1時～3時30分 

港区地域こぞって子育て懇談会　高輪地区編・芝地区編 

～子育てをささえる地域創りのためのラウンド･ミーティング～ 
づく 

イラスト:柏木千里（めいがくキッズ＆ママ･パパ応援隊メンバー･明治学院大学 社会福祉学科4年） 

実行委員会が作成したポスター・チラシ 実行委員会が作成したポスター・チラシ 

ポスター 



チラシ 表 裏 
主催：港区立子ども家庭支援センター・明治学院大学社会学部付属研究所 

港区地域こぞって子育て懇談会 
～子育てをささえる地域創りとは～高輪地区編・芝地区編 

づく 
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子どもたちと遊ぼうタイム～雖 

港区内で活動中のグループメンバー自らが 

活動紹介します。活動者は子育て中の人た 

ち中心｡みなそれぞれに､子育てを通しての 

地域創りをめざしています｡ 

（参加予定グループは表面の通り） 

参加者の皆さんと子どもたちと楽しむ時間をもちます。 

（保育利用のお子さんも保育者と共に参加します） 

　　　　　　　　　　　　　　　雖グ～チョキ～パー雖 

◆ 港区内の子育てグループの活動紹介 

子育てまっ最中のパパ・ママ、子どものことに関心のある 
皆さん、子育て支援に取り組む活動グループ、地域の 
さまざまな活動者（町会、民生・児童委員、青少年委 
員、NPO等の皆さん）、商店会や企業の皆さん､学生や 
これから子育てする皆さん… 
みんなで聞こう～いっしょに話そう～参加をお待ちし 
ています。 

　　　　　　子育てをささえる地域ビジョン 

●・・・・・（参加者の皆さんと地域ビジョンを創ります） 

白金高輪駅 

白金台駅 

目黒 

バス路線 
徒歩経由 

●高輪警察署 

● 

都バス 
｢明治学院前｣停留所 

高輪台駅 

　● 
国
道
一
号
線 

▲
Ｎ 

品川→ 

↓五反田 

↑麻布 

明治学院大学 

〈港区立子ども家庭支援センターへの交通〉 〈明治学院大学　白金キャンパスへの交通〉 
所在地　港区白金台1-2-37 
東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線｢白金台駅｣｢白金高輪駅｣、都営 
地下鉄浅草線｢高輪台駅｣より徒歩約7分 
JR・京浜急行｢品川駅｣高輪口下車、都バス｢目黒駅｣行で｢明治学院前｣下車 
JR・東急｢目黒駅｣東口（ロータリー側）下車、都バス｢大井競馬場｣行 
で｢明治学院前｣下車 

所在地　港区浜松町2-3-20 
電話：03-3432-8341（虐待相談専用ダイヤル：03-3432-8343） 
Fax：03-3432-8344 
最寄り駅　JR浜松町駅　南口　徒歩２分 
子ども家庭支援センター（みなとキッズサポートセンター） 

24時間 
パーキング 
24時間 
パーキング 

浜松町バス 
ターミナル 
浜松町バス 
ターミナル 

　子ども家庭支援センター 
（みなとキッズサポートセンター） 
　子ども家庭支援センター 
（みなとキッズサポートセンター） 
　子ども家庭支援センター 
（みなとキッズサポートセンター） 

～子育てをささえる地域創りのための 
　　　　　　　　　ラウンド・ミーティングです～ 

都ホテル 

八芳園 

手話通訳つき 

主催：港区立子ども家庭支援センター・明治学院大学社会学部付属研究所 

開催日時・場所 

対　　象 

高
輪
地
区
編 

◆港区内の子育てグループの活動紹介　　13:30～14:00

みなと子育てネットWa.Wa.Wa　高輪ハッピーママーズ　ポニーの会 
La.La.La.　おさんぽくらぶ　デイジーチェーン　おおきなき　 
青山ライオンキッズクラブ　サコダ運動あそびくらぶ　その他 

◆子どもたちと遊ぼうタイム～雖　　　　13:00～13:30

参加者と子どもたちと楽しむ時間をもちます｡雖グ～チョキ～パー雖 

◆参加者によるラウンド・ミーティング　14:00～15:30

子育てをささえる地域ビジョンを創ります。 

地域の子育てに関心のある方、子育て中の方（高輪・芝地区以外の方も歓迎です） 

2つの地区で開催します｡どちらかへの参加･両日参加いずれも歓迎です。 

参 加 費 無　　料 

2007年1月13日（土）午後1時～3時30分 
明治学院大学　白金キャンパス　アートホール 
　　　（最寄り駅：白金高輪、白金台、高輪台） 

芝
地
区
編 

港区立子ども家庭支援センター地域活動室 
  みなとキッズサポートセンター（最寄り駅：浜松町）　　　 

保育あり 未就学児20人まで　申し込み多数の場合は、抽せん 

申し込み方法 下記申し込み先へTEL､FAX､Eメールでお申し込みください。 

保育申し込みしめきり 　高輪地区1月13日分：12月26日（火）芝地区1月27日分：1月19日（金） 

定　　員 各地区 60人 

 

2007年1月27日（土）午後1時～3時30分 

港区地域こぞって子育て懇談会　高輪地区編・芝地区編 

～子育てをささえる地域創りのためのラウンド･ミーティング～ 
づく 

お問い合わせ・申し込み先　明治学院大学社会学部付属研究所　（港区白金台1-2-37） 
　　　　　　　　　　　　　TEL03-5421-5204･5205　FAX03-5421-5205　 
　　　　　　　　　　　　　Eメール issw＠soc.meijigakuin.ac.jp 会場の地図は裏面にあります。 



めいがくキッズ＆ママ・パパ応援隊制作 めいがくキッズ＆ママ・パパ応援隊制作 
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●港区立子ども家庭支援センター所長　川上真二●
　「港区地域こぞって子育て懇談会」に多数の皆さんにご参加いただき、本当にありがと
うございます。この「港区地域こぞって子育て懇談会」は、港区で子育てをするのはどう
なのだろうか、子育てを地域でしやすくするにはどうしたらいいのか、そんなことを子育
て中の皆さん、地域の皆さんといっしょに考えたり、それを実践するためにはどうしたら
いいのか、ということを、みんなで話し合いましょうという機会です。
　今回は、地域福祉を実践・研究している明治学院大学社会学部付属研究所と連携し、そ
れにより、区内の子育てグループの方はもちろんですが、学生ボランティアの皆さん、保
育を担当してくれた子育て・家族支援者の皆さん、地域の皆さん、民生・児童委員さんを
はじめ地域でさまざまな役割をもった皆さんにも協力していただきました。本当に感謝し
ています。また、この懇談会を開催するまでに、子育てグループの方々には実行委員にな
っていただき、懇談会企画を進めるための事前学習会（活動スキルアップ講座）への参加
や、懇談会の打ち合わせを重ねていただきました。今日の「地域こぞって子育て懇談会」
本番では、その成果をいかんなく発揮してもらいたいと思います。
　この懇談会が、子育て中の皆さんと地域の皆さんが知り合いになるきっかけとなり、今
後も地域で子どもを見かけたときに声をかけたり、子育てしている皆さんに対する暖かい
まなざしが、港区の中にあふれていくようになってほしいと思います。

（2007年1月13日高輪地区編開会あいさつより）

●明治学院大学社会学部付属研究所所長　遠藤興一●
　私の世代ですと、子どもが生まれるという、その最初に得るイメージは、ディズニーの
ダンボというメディアです。コウノトリがきて、サーカスにいるお母さん象のところに子
どもを連れてやって来るのです。ヨーロッパでは、子どもたちは、神さまから託されて預
かり、子どもを育てるという考え方なのです。しかし、われわれは違うのです。子どもを
授かってしまう。授かるというのは、極端なことをいうと、所有物で、「おれは、もらっ
ちゃった。自分は何をしてもいいのだ」というところまでいく考え方です。実は、子育て
というのは、「預かりもの」と「授かりもの」の両方の役割をもって一生懸命育てること
です。ところが、「授かる」という考えには、「預かっているのだ、預かっているという
ことは、いずれ神さまのところにお返しするのだ、それまで託されている責任があるのだ
」という考え方があまりないのです。ということは、人格とか、小さい子どもでも、ひと
りひとりに対するものがあるのだ、ということ。育てるということから、「もらいました、
おれのものなのだ」という考えは出てこない。所有一辺倒という考え方になってはいけな
い。私はやはり、「預かりもの」であり「授かりもの」である子どもを、どう育てるかに
ついて、「地域こぞって子育て懇談会」でのさまざまな話し合いが、役立つといいな、参
考になればと思っています。　　　　　（2007年1月27日芝地区編閉会あいさつより）

港区立子ども家庭支援センター・明治学院大学社会学部付属研究所

所長よりごあいさつ
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・・・明治学院大学社会学部付属研究所が「港区地域こぞって子育て懇談会」にかかわる経緯・・・

●明治学院大学社会学部付属研究所は、本学社会学部の研究の砦であると同時に、地域に開
かれた相談機関としての機能をもち、福祉相談活動（個人やセルフヘルプグループ、施設・
NPO）や講座・研修活動（市民や社会福祉実践家向け）に取り組む研究所です。

●2000年度より地域の福祉課題解決のための土壌づくりをめざし、またボランタリーな活
動を推進する目的で、市民講座を開催しています。
3ページ以降に掲載したとおり、これまでにいくつかの市民講座を企画しながら、港区に
は、いったいどんなボランタリーな活動があるのか、どんな魅力的な活動があるのかを手探
りで探し、さまざまな活動をしている方々と出会ってきました。

●この3年は、港区内の子育て・子育ち環境がもっとよくなるよう取り組みたいという活動
者との出会いもあり、子育て相互支援活動に着目して、特に子育て中の当事者による活動グ
ループの方たちとつながりをもとうと努力しました。2005年度、それまでに出会えた皆さ
んと「都心で子育てまっ最中！ママ・パパからの発信～子育てをささえる地域創りとは～」
という市民講座をいっしょに企画しました(2006年3月)。

●上記講座をとおして、子育てをささえる地域創りを模索する上での課題がみえてきまし
た。さまざまな子育てグループとの出会いから、子育て相互支援活動グループの課題や要望
も伝わってきました。

●そんな折、港区立子ども家庭支援センターより、「港区地域こぞって子育て懇談会」企画
協働という提案が舞い込みました。子育てグループネットワークの活動者たちと共に取り組
めるならば、子育て当事者ならではの想いやニーズを盛りこんだ企画を立てられるかもしれ
ない。そんなもくろみを持ちました。今回は限られた時間でしたが、元気に手を挙げてくれ
た活動者たちと、互いに学びあいの場をもちながら、企画に臨みました。

●子育てをささえる地域創り・・・さまざまな社会状況の中たやすくないことがたくさんあ
ります。でも、未来の「市民」を育てるしごと、その環境を創造するしごとに、微力ながら
私たちもひきつづき携わっていきたいと考えます。

2006年度
「港区地域こぞって子育て懇談会」

企画ができるまで

－2－
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明治学院大学社会学部付属研究所これまでの地域・コミュニティ創り活動

◆2002年度　「都市型ボランティア活動とは?～企業の社会貢献と市民参加～」開催
（基調講演とパネルディスカッション）

都市ならではの課題：単身世帯の増加、高齢化そして孤

立化…。それに対し、地縁・血縁型の長期定住者、新た
な出会いのなかで活動する住民、昼間の人口割合が高い
という特徴ならではの在勤・在学者の存在、NPO型活動
の占める割合の高さ、コミュニティビジネスの参加な
ど、多様な人々の取り組みが展開され、その多様さこそ

都市におけるボランタリーな活動の特徴である。課題と
して、ネットワークを創ること、顔の見える関係を創る

ことが重要。そのための中間支援組織の役割はどうあっ
たらよいか?との課題も示された。そして、NPOと企業・
行政との協働はどうしたらよいか、そもそもボランィア
活動の本質とは何か?との論点も出た。

○基調講演「都市型ボランティア活動とは?～企業の

　　　　　  社会貢献と市民参加～」

　講　　　師：山崎　美貴子（明治学院大学教授／

　　　　　　　　　　東京ボランティア・市民活動センター所長）

○パネルディスカッション

　パネリスト：日 塔　憲 夫（松下電器産業株式会社コー

　　　　　　ポレートコミュニケーション本部社会文化グループ）

　　　　　　　林 川　玲 子（ビバ日本語教室）

　　　　　　　柳川　素美代（特定非営利活動法人生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉ネットワーク）

　コーディネーター：山崎　美貴子

◆2003年度　都市型ボランティア活動に関する研究会・　研究会企画による
「都市型ボランティア活動フォーラム～実践報告と今後のゆくえ～」開催

2002年度の参加者から希望が寄せられ、都市ならではの
ボランティア活動について討議しようという研究会を
もった。研究会では、都市に暮らす生活者たちの諸課題

解決に取り組む活動者メンバーの実践を振り返りなが
ら、実践の中から都市型ボランティア活動の本質に迫ろ
うとした。そこでは、都市における数々のコミュニティ

の課題が語られた。ボランティア活動は都市におけるコ

ミュニティ復活の手段では?という意見もあった。これら
の討議のまとめの意味で、公開型フォーラムを行い、討
議で出された以下の活動上の課題について、グループ
ディスカッションを行った。＜以下、テーマ＞
1　自律した活動者となるために、活動の育ちを応援する

基盤や仕組みづくり

2　行政・企業・NPO・ボランティアなどのネットワー

クをどう発展させるか？

3　地域住民のネットワークをどう創るか？ボランタリー

な活動へどう巻き込むか?

○プレゼンテーション

特定非営利活動法人アンテンヌフランス

　　　　　　　　　　　　　　　　中津川　昌弘

特定非営利活動法人生活福祉ネットワーク

　　　　　　　　　　　　　　　　柳川　素美代

ビバ日本語教室

　　　　　　　　　　　　　　　　林 川　玲 子

NPO／NGO環境団体エコスクラブ

　　　　　　　　　　　　　　　　山 村　徳 護

港区民生・児童委員協議会三田地区会長

　　　　　　　　　　　　　　　　古 橋　義 弘

港区赤十字奉仕団

　　　　　　　　　　　　　　　　岩 間　貞 子

○フォーラムのまとめ

　講　　　師：山崎　美貴子

　　　　　 （明治学院大学名誉教授／神奈川県立保健福祉大学

　　　　　　教授／東京ボランティア・市民活動センター所長）

－3－
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◆2004年度「都市型ボランティア活動大特集!～リンクしよう!明学＆港区のNPO～」開催
（ミニ講義とリレーNPO活動紹介）

2003年度研究会のNPOメンバーから「ボランティアをも
っと募集したい、地域の人をもっと巻き込みたい」との
声が多数あった。そこで、地域の皆さんと本学学生を対
象に、港区内のNPOの『ボンティア活動プログラム』を
紹介しよう～という企画を開催した。多様な10のNPOが
参加した。

○NPOとの準備講座
「効果的なボランティア募集とは?～ボランティアマネジメント入門～」
　講　　　師：妻鹿　ふみ子
　　　　　 （吉備国際大学助教授）
○ミニ講義
「NPOでボランティア活動をするということ」
　講　　　師：小 原　宗 一
　　　　　 （日本ボランティアコーディネーター協会運営委員長／
　　　　　　本学卒業生）

◆2004年度　クリエイティブ・アート実行委員会（港区南青山）共催
 「新しい出会いがコミュニティを創る」開催

NPO紹介企画で出会ったクリエイティブ・アート実行委
員会は、都市型ボランティア活動に関わる研究会でくり
かえし討議された、「人々のつながりやコミュニティ」
とアートをテーマにしている。港区という町の歴史を大
事にしながら、新しいつながり創りをするNPOとの出会
いから、都市に暮らす私たちは、人々のつながりやコミ
ュニティをどう捉え、何を求めるのかを投げかけられ、
協働による発信を実現した。

○基調講演
「都市コミュニティの魅力とネットワークの力
　　　　　　　　　　　～新しい文化はどこで生まれるのか～」
　講　　　師：野 沢　慎 司
　　　　　　　　 （本学社会学部教授）
○パネルディスカッション
「港区の今、そしてこれから…　都市コミュニティの魅力と課題」
　パネリスト：伊地知　裕子
　　　　　　　　 （クリエイティブ・アート実行委員会）
　　　　　　　山　田 智　之
　　　　　　　　 （浄土宗魚藍寺住職）
　　　　　　　渋 川　典 昭
　　　　　　　　 （みなとNPOネットワーク）
　　　　　　　伊佐見　節子
　　　　　　　　 （絵本の読み聞かせ「きしゃポッポ」）

○リレー活動紹介　参加NPO
人工呼吸器をつけた子の親の会東京支部　　みなと工房　　特定非営利活動法人エコスクラブ
NPO視覚障害者支援ネットワークStrawberryField　　連合東京ボランティアサポートチーム
特定非営利活動法人生活福祉ネットワーク　　特定非営利活動法人日本アロマテラピー活動サポートセンター
クリエイティブ・アート実行委員会　　認定特定非営利活動法人JHP・学校をつくる会　　特定非営利活動法人日本ゆび編み協会

ストロベリーフィールド

（基調講演とパネルディスカッション）

　2002-2004年度の間模索しながら活動してきました。2005年度以降のミッションとして、"都市型ボランティア活
動"とは、都市におけるさまざまなボランタリーな活動（個人や任意のグループによるボランティア活動も、ＮＰＯ
による市民主体の諸事業も）と捉え、それらがより活発になるよう、活動者と連携・協働し、共に発信し、ネット
ワークを創っていきたい－と考えました。そのネットワークのもと、出会いや学びの場創りに取り組み、私たちも
また、地域の一資源としてコミュニティ創り・地域創りに参画したいと考えます。
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◆2005年度　「コミュニティ創りを担うNPO
　　　　　　　 ～地域に暮らすさまざまな人々とNPOとの出会いをめざして～」開催

2004年度のNPO紹介企画の参加NPOより、「大学・
NPO・地域」を結ぶ本企画を継続して行ってほしいとい
う要望をもらった。それならば、新しい出会いを求めて
コミュニティ創りに取り組む、取り組もうとしている
NPOに、地域の皆さんや学生たちにRPしてもらおうと集
まってもらった。参加NPOから、地元で活躍する方のお
話を聞きたいという要望が寄せられ、町会・民生委員を
担う方にNPOへの期待をお話しいただいた。

○NPOとの準備講座
「NPOを知らない層へ向けたプレゼンテーション」
　講　　　師：青 木　将 幸
　　　　　 （青木将幸ファシリテーター事務所代表）
○ミニ講演
「地域住民とNPOが創る新しいコミュニティ
　　　　　　　～町会・ＰＴＡ・民生委員の活動経験より～」
　講　　　師：古 橋　義 弘
　　　　　 （港区民生・児童委員協議会三田地区会長）
○リレー活動紹介　参加NPO
特定非営利活動法人テクノシップ　　みなと21：女の議会　　特定非営利活動法人日本アロマテラピー活動サポートセンター
クリエイティブ・アート実行委員会　　認定特定非営利活動法人JHP・学校をつくる会　　特定非営利活動法人日本ケナフ開発機構
特定非営利活動法人生活福祉ネットワーク　　特定非営利活動法人日本ガーディアン・エンジェルス

◆2005年度　「都心で子育てまっ最中！ママ・パパからの発信
　　　　　　　　　　　　　～子育てをささえる地域創りとは～」開催 （ラウンドミーティング）

　当所とすでにつながりのあったママたちと､「子育て当事者の立場から地域に向かって発信しよう!」という講座の主旨や
方向性を打ち出した。地域の他のグループともつながりたい、との想いが共通していることもわかり、講座をきっかけに子
育て中の人たちが取り組むグループとの出会いを求めた。
　○港区内の子育てグループ活動紹介（9グループが参加）

　○近隣品川の子育て相互支援活動に学ぶため､「ふれあいの家－おばちゃんち」の幾島事務局長による活動紹介

　○都心での子育てを取り巻く現状やニーズを当事者の声として発信

＊本企画は、学生ボランティア「めいがくキッズ＆ママ・パパ応援隊」も、子育てグループと交流しながら運営を支えた。

（ミニ講演とリレーNPO活動紹介）

本講座は、都心の中での孤立しない子育て、それをささえる地域創りについて、当

事者も支援者も地域の人々も一緒に考える、その第一歩の発信でした。講座を機に

子育てグループのネットワークも築かれました。でも、講座には、パパをはじめ男

性の参加が少なく、地域社会全体で子育てについて考えることのむずかしさ、課題

も感じさせられました。

子育て相互支援活動の担い手たちは、グループ同士の
つながりをもちはじめ、情報を共有し、交流も…そして、

港区地域こぞって子育て懇談会企画の担い手へ
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地域こぞって子育て懇談会実行委員会
これまでに出会った、子育て相互支援活動グループに、本懇談会
をいっしょに創ろう～と呼びかけ、実行委員会をつくりました。
活動者たちが本企画をとおしてパワーアップできるよう、企画作
りや日々の活動に役立つ学習会（活動スキルアップ講座）を行い
ながら、企画を進めました。

＜実行委員メンバー＞
伊佐見節子（高輪ハッピーママーズ）

志牟田美佐子　影田智子（ポニーの会）

大西麻子　伊藤静華（青山ライオンキッズクラブ）

金地ひかる　中鉢康子　宇山真紀子（La.La.La.）

廣田千秋（おおきなき）

石橋千恵子（おさんぽくらぶ）

北川あす香（デイジーチェーン）

硲田栄（サコダ運動あそびくらぶ）

めいがくキッズ＆ママ・パパ応援隊

森玲子　平野幸子（社会学部付属研究所）

第2回 11月10日
どんな地域こぞって子育て懇
談会にしたいかな～？
それぞれの想いをすりあわせ
ました。

実行委員会を立ちあげ
ました!START!

活動スキルアップ講座
（10月20日開催）

第1回ITをつかって活動をPRしよう

第1回 10月20日
企画の趣旨や目的を確認しま
した。

講師：川森茂樹氏・山田祐介氏
（NTTデータ技術開発本部
　　　　　　　　　　システム科学研究所）

多くの人にお金をかけずに活動を知らせる手
段としてIT活用を学び、講座当日実際にブロ
グを作りました。地域こぞって子育て懇談会
をたくさんの人たちに知らせたい～、日頃の
子育てグループ情報を必要な親子に届けたい～、
いっしょに活動する仲間を集めたい～！
何をとっても情報発信はキーポイントです。
情報発信してほしい情報も集めたい～

－6－

活動スキルアップ講座
（11月24日開催）

第2回参加者集めのためのチラシづくり

第3回 11月24日
懇談会をPRするためのコピー
を考えました。
「みんなで聞こう・いっしょ
に話そう」という呼びかけ言
葉にしよう！と、皆で決めま
した（講座の成果です）。

講師：吉田理映子氏
（市民活動情報センターハンズオン！埼玉）

必要な人にちゃんと情報を届けるためのチラ
シづくりについて、そのマインドを学びまし
た。
「伝えることのできる幸せを思ってほしい」
との講師のメッセージ、響きました。私たち
市民のナマのキモチの言葉を大切にすること
も学びました。
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第4回 12月1日
懇談会の内容をつめました。
どんなことをこの懇談会で話
したいか?白熱の議論となり
ました。

第5回 12月8日
活動紹介順や当日配付資料を
どうするかなどをつめました。

第6回 1月10日
当日の運営方法をつめました。
（その1）

第7回 1月12日
当日の運営方法をつめました。
（その2）

1月13日高輪地区編
地域こぞって子育て懇談会開催

1月27日芝地区編
地域こぞって子育て懇談会開催

活動スキルアップ講座
（12月1日開催）

第3回活動紹介のためのプレゼンスキル
講師：青木将幸氏
（青木将幸ファシリテーター事務所）

第8回 1月19日

高輪地区編のグループディス
カッションの報告と芝地区編
へ向けての確認をしました。

第9回 2月16日
芝地区編のグループディスカッ
ションの報告をしました。

第10回 2月23日
報告書の制作について検討し、
全体の総括も行いました。

活動スキルアップ講座
（2月23日開催）
第4回報告書のまとめ方

講師：後藤麻理子氏
（日本ボランティアコーディネーター協会）

どんな報告書をつくったら見てもらえるかし
ら?活動実績のまとめとしての報告書制作に
ついて学びました。成果を地域創りに役立て
たいです。

地域の方に活動を知ってもらうには人前での
紹介が必要。プレゼンテーションスキルを学
びました。
2分間のプレゼンテーションの実習をしなが
ら学びました。地域こぞって子育て懇談会当
日の活動紹介も2分間。
講義と実習の成果がばっちり発揮されました！
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子育てをささえる子育てをささえる
地域創りのための地域創りのための

ラウンド・ミーティングラウンド・ミーティングの報告の報告

子育てをささえる
地域創りのための

ラウンド・ミーティングの報告
みんなで聞こう・いっしょに話そう

＜実行委員会で話し合われた、地域こぞって子育て懇談会への願いや想い＞

○今の子育て、子育てをしている想いを知ってほしい。

○子育て当事者として「助けてコール」もしたいけど、私たちにできることも地域

の皆さんに伝えたい。

○地域の皆さんと声をかけ合え、なじみになることをめざしたい。

○いろいろな人がいることを知ることができる地域での関わりを、子どもと共にも

ちたい。

○地域こぞって子育て懇談会では、双方向で想いを語り、わかち合いたい。

○地域こぞって子育て懇談会は、「地域でまるごと子育て」の土壌づくりになるこ

とを願っている。

○地域こぞって子育て懇談会の出会いをとおして、「地域でまるごと子育て」ネッ

トワークを広げたい。
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ラウンドミーティングのすすめかた

【3つのルール】
・どんどん話をしましょう
・他の人の話も聴きましょう
・アメをなめながら気楽にお話しましょう

港区地域こぞって子育て「地訓」
高輪地区　10か条完成!
芝 地 区　11か条完成!

1．グループをつくる

①箱の中から好きなアメを1つ選ぶ
②同じアメを選んだ人同士、椅子を寄せ合ってグループをつくる

2．自己紹介

①名前、②子どもの頃に親や大人に言われて印象に残っていること（我が家のし
つけ、大事にしていることなど）を紹介しあう

4．発　表

①グループごと「地訓」を、画用紙にまとめる(色や絵も工夫!)
②グループの「地訓」を全体に向けて発表する

3．地訓をつくる ～みんなで聞こう、いっしょに話そう～

①「子育てをささえる地域創り」の実現に向けて、大切にしたいこと、めざした
　いこと、必要と思うことなどを大いに話し合う
②グループの全員が話して、聴いて、グループでひとつの「地訓」(地域の家訓)
　をつくる
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※｢地訓｣…地域の"家訓"(代々信条として伝えること) 

・　まずは 一歩 をふみだそう!!

・　声かけでまわりに友達を。はじめの 一歩

・　顔をあげて笑顔であいさつ　
　　　　　　　　　　　 ～チョコっと外に出てみませんか？～

・　おせっかいでもいいから一声かけよう、何度でも（めげないで）

・　どの子も"我が子"と思って(あいさつ、叱る)。
　　どんどん出よう。

・　子どもを中心に…若者･ママ･じじちゃん･学生･パパ･ばばちゃん…

　　　「わ･わ･わ･わ」

・　自ら積極的に関わりあっていこう!
　　　　　　　　　大人から子どもにも、子どもから大人にも♪

・　家族みんなで イベント を!

・ 「地域の行事」って実は  
　　　　　　　　　　 …コミュニケーションの場なんだよね～

・ 「我が家は地域子育て隊」シールを提案!

高輪地区　地訓

【10か条】

たかなわ ち　 く  ち　くん
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～ ファシリテーターより ～

ファシリテーター［高輪地区］

森　玲子氏（明治学院大学社会学部付属研究所　ソーシャルワーカー）

静岡市生まれ。

明治学院大学社会学部を卒業後、同大学院在学中に(財)児童育成協会こどもの城に勤務。子育てグループの活性化とネットワーク化を

目指した、全国サークルネット支援事業に携わる。

地域活動の支援に関心をもち、2004年度より、明治学院大学社会学部付属研究所にてソーシャルワーカーとして勤務。

現在、東京都社会福祉協議会にて社会福祉従事者の研修の企画・運営を担当する専門員を兼務。

「肩の荷をちょこっと置ける空間づくり」の夢に向かってお茶の店に勤務した経験あり。

　この懇談会は、みなと子育てネットWa.Wa.Waを中心にした実行委員会と、子育
てグループ活動の積み重ねが原動力となって実現しました。猛烈にエネルギッシュ
な当日を過ごせたのも、子育て真っ最中メンバーの企画だからこそ、と思います。
　そしてなにより、地域のみなさまの関心の高さに嬉しいやらびっくりやら!でし
た。「いろんな方に来てもらいたい」と、想いを込めて企画しましたが、当日、本
当にたくさんの方にお越しいただきました。ママ・パパはもちろん、子育てひと段
落の方、学生、子どもたち、これからママ・パパになるかも～の方、企業の方
……、みんな同じように目をキラキラさせて熱く濃～く語り合う姿に､「地域"こぞ
って"」の始まりだなぁ～と、実感しました。

　全21か条の「地訓」にはたくさんの願いが込められています。全ての地訓が出揃
ったとき、やさしさと暖かさに満ちた街の風景が思い浮かんで、感動★でした。多
くの地訓に共通していた「あいさつ」「声掛け」「コミュニケーション」…。それ
は、人の気配を感じながら暮らしていくことの大切さを伝えるメッセージです。
　また、地訓からは、一人ひとりの「はじめの一歩を自分から!」という決意（？）
がにじみでていました。その決意こそが､「地域"こぞって"子育て」の第一歩なのだ
と思います。

　道ですれ違う知らない人に自分から声を掛けるなんて、とても勇気のいることだ
と思います。それでも、あいさつをして顔なじみになれれば、自然と笑顔が交わせ
る日がくるでしょう。人びとの笑顔がいきいきと輝く街、それは子ども・子育て家
庭だけでなく、誰にとっても暮らしやすい街なのだと思います。その実現は、私た
ち一人ひとりのちょっとの勇気と「おはよう！」のひと言から始まるのかもしれま
せん。
　高輪に住んで３ヶ月あまり…。ぼっ～と歩いていた朝の通勤路、今は勇気と決意
を胸に、ドキドキしながら歩いています。

おはよう!

－11－
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●●● 高輪地区グループディスカッション ●●●

実行委員レポート

グループの人数が6人だったので「もう少し近づきましょう｡」と小さな輪にしたら、誰ひとり
として話さない人はいなかった。しっかり話を聞いてもらうこともできたのですごくよかった。
それぞれの人の考えていることがよくわかった。3つのルールをきちんと皆守っていた。挨拶が
大事だという話が出て、コミュニケーションの第一歩は挨拶だけど、なかなか挨拶してもかえっ
てこない。でもそれは、続けないとだめですよ～ということから始まって、お互いどう思ってい
るかを話せたのがよかった。中にこもってしまうと、なかなかコミュニケーションできないけ
ど、勇気を出して、ちょっと外に出ると広がりますよ～というような話をした。

（実行委員：伊佐見節子）

年配の男性と女性、高校生・大学生のお子さんがいて、小学校や中学校の指導員をしてのよう
な関わりの方のいる方が同じグループだった。幼児の子どもをもつのは自分だけだった。年配の
男性の方が「福祉会館やお祭りなどで子ども達と接する機会もあるが、今の大人は、子ども達が
危ないことをしていても注意をしない。危ない時はどの子も自分の子と思って注意したり叱った
り、昔はそうだった」という話があった。でも今は、全く顔も名前も知らない人に怒られても、
子どもがなかなか受け入れられない。小学校高学年以上の年の子どもには、逆ギレされて暴力を
受けたらという、怖さもあって、注意しづらいという情けない現状もある。まずは挨拶を交わ
し、どこに住んでいる人なのか、顔見知りくらいまでになれば、そんな不安もない。まずは挨拶
をして、会話のできる関係を作ることが大事という話にまとまった。

グループには、子ども家庭支援センターの職員や学生もいて幅広かった｡「子育て中の方どう
ですか?」と聞かれることが多かったので、子育ての現状を皆知りたいんだなーと思った。全員
というわけではなかったが、参加者の何人かとふれあうことができて、私たちのねらい通りだと
思った。最初のアイスブレイクが場の雰囲気を和やかにしてよかったからなのかなと思った。

（実行委員：志牟田美佐子）

グループではまず､「おさんぽくらぶ」を始めた経緯を話した。ママがベビーカーで外へ出た
ら、サラリーマンが多く、なんでここを歩いているの?みたいな視線が痛くて外に出られない。
だから、家にこもりがちになると聞き、お散歩中心にしようと思ったという話をしたら、びっく
りしたようだった。他のお母さんも、皆そういう思いをしたことがあるという。子どもが障害を
持っているという女性が、車椅子で街に最初に出た時は、皆、何でこんなところを車椅子で?と
いう目で見られ辛かったが、2回目3回目になったら声をかけてくれる人もいた。なので、こもら
ず家から出て、ベビーカーも車椅子の人も、皆いろいろな人がいることを、みんなの目に触れさ
せないといけないね、という話で盛り上がった。

幼稚園の迎えをしている人も、朝同じ時間に会う人と話をすることもなかったが、ある時休み
のあと幼稚園に行った時元気でしたかと話しかけられた。外に出て歩くことは大切なこと、そこ
からつき合いが生まれてくるといいね、児童館もいいが、昔のように商店街の人と顔見知りにな
り、子どもをみてもらっている間に買い物をしたり、そんな関係ができるといいねと話した。現
在学童の見守り活動をしている年配の男性が（子どもの状況を知るため町会長さんに誘われて参
加)、はじめは子どもからくそ爺などと言われたが、1年続けると、冬休み前には「おじちゃんよ
いお年を」と言ってくれ、とても嬉しかったと、自分はよその子も可愛く見えるし、皆に注意を
すると話していた。

地域の子どもを皆で叱った方がいいが、いきなり怒るといろいろと言われるので人間関係を作
りたい。港区は、集まって何かをするより、外に出て普段の地域の人と顔見知りになることが必
要だねという話で終わった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実行委員：石橋千恵子）
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私のグループも一歩外に出ようよという話が皆から出た。1歳児の小さい子どもを持つお母さ
んが2人いて、最初は外に出られなくて辛かった、子どもに当たるわけではないけど、うまくい
かなかったりしていた。でも、児童館に行くことで友だちができ、一緒に何かをするようになっ
た。こもらないで外に出たほうがいいことがわかったというお母さんの意見があった。年配の女
性が、孫はいないが近くの学校の通学時間に外に出て、子ども達に声をかけるようにしている。
最初はなんだこのおばさんと思われたが、だんだん声をかけていくうちに、子どもの方から声を
かけてくれるようになった。こっちもあの子だというように関わり合いができるようになった。
声をかけられると嬉しいし、多少見守りの目になるだろうし、交流を作っていきたいと話してい
た。知らない人に、おはようと言うことは勇気がいるが、言ってみると次から慣れる。一歩外に
出てみることを頑張ってみようという話でまとまった。

（実行委員：宇山真紀子）

私たちのグループも挨拶が大切という話がでた。民生委員の方が、子どもに注意したり声をか
けることが怖いが、どうしたらいいかという話になった。地域のイベントや集まりを交流の場に
したらいいという話になった。私たち子育て中の者や引っ越してきたばかりの方から、地域のイ
ベントに参加しづらいと話した。しかし、実は地域の方たちは、どんどん来て欲しいと思ってい
るという話で､「なんだそうだったんだ、何をどうしたらいいのだろう」と話し合った。硬い事
務的なお知らせだけではなく、ポスターやチラシを活用し､「来てね」と書いてくれたらいいの
ではないか。私たちが、生まれたばかりの赤ちゃんを抱えて買い物に出たとき、レジの方と少し
話ができるだけでも涙が出るほど嬉しいという話をしたら､「そうなんだ」とびっくりされた。
それでは、声をかけることをやってみようかという話になった。

（実行委員：金地ひかる）

私のグループは、子ども家庭支援センターの所長、2児の母が私を含め3人、少し年配の女性、
応援隊の学生。地訓は､「自ら積極的に関わっていこう」に決まりました。昔は近所付き合いも
多かったから、地域で子育てもしやすかった。今は、なかなかできないので自ら関わって、自分
から挨拶すると相手も変わるかもしれない。子育て中、駅の階段でのベビーカー運びなど、街で
困ったら、我慢してひとりでやらないで声かけて手伝ってもらう、そういうことが当たり前にな
る社会、自ら声をかけて動いてみるのも大事ではないか。マナーなど、大人がいい見本を示さな
いと、子どもは素直に育たない。大人から子どもへ、子どもから大人へ通じて、子どもが小さい
と声をかけやすいし、声をかけられやすいのを利用して、大人同士のコミュニケーションを地域
で取れるのはいいーなどの話が出ました。

（実行委員：硲田　栄）

私たちのグループには、看護師さんや中学校の先生がいた。小さな子どもを育てて、保育園に
預けられない時誰に頼んでいいの？という話が出た。子ども１１０番ではなく、気軽に駆け込め
るおうちをシールで示している他地区の話が紹介され、わかりやすくてよい！と盛り上がり、そ
れを発表した。

（実行委員：廣田千秋）

－13－



網
2
0
､6
0
％
 p
1
4

※｢地訓｣…地域の"家訓"(代々信条として伝えること) 

・　あいさつ　一番のまちっ

・ 「あ」(あかるく)「い」(いつも)「さ」(さわやかに)「つ」(つきあおう)

・　まずはあいさつ　気楽に話そう、誰とでも。…できれば毎日20分

・　えがおであいさつを交わそう!
　　子どもをまん中にあつまるまちづくり
　　(学校･公園･児童館･その他、様々なスペースをつかって)

・　あいさつからつながろう（ひと･子育てｻｰｸﾙ･企業･商店会･町会･学校）

・　笑顔・あいさつ・見守る・地縁　つながる場

・　　みんなで子育て　身近なかかわりからはじめよう

・　サラリーマンの街じゃない! 親子が楽しめる街に変えよう!
　　　　　　　　　　　　　…近所で声かけ。芝児童館に代わる施設を。

・　子育ては誰でもまきこみ迷惑かけちゃえっ!!

・　バリアフリー  街も心もフレンドリー

・ 「アイラブユー　 」でつながろう

芝地区　地訓

【11か条】

しば ち　 く  ち　くん
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～ ファシリテーターより ～

ファシリテーター［芝地区］

加留部 貴行氏（特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会理事・九州支部長）

福岡県出身。

1990年、西部ガス（株）入社。

人事部などに勤務後、2001年10月に福岡市市民局へNPO・ボランティア支援推進専門員として2年半派遣され、2004年4月に西

部ガスに復帰。

2007年1月には九州大学へ出向し、現在、大学評価情報室特任助教授。

学生時代からムラおこし・まちづくり活動に携わり、入社後も活動を継続。市民公益活動全般や企業の社会貢献活動、行政の支援施策

や市民との共働施策などへ､「産・官・学・民」の現場経験からアドバイスしている。

（特活）日本ボランティアコーディネーター協会副代表理事・運営委員

（特活）日本ファシリテーション協会理事・九州支部長

福岡ソフトバンクホークスファン。

　お忙しい中、たくさんのみなさまに「こぞって」ご参加いただきありがとうござ
いました。当日は楽しんでいただけましたでしょうか?
　また、準備段階から「こぞって」支えていただいたみなさまにも心から感謝申し
上げます。本当にありがとうございました。

　おかげさまで、子育て中のみなさまを「こぞって」支える場が、年代や地域を越
えて、次々と個々人が繋がって生み出されました。多くの方々が、ちょっとしたこ
とでも役に立ち、子どもたちやその親たちを支える可能性があることに気づかれた
のではないでしょうか。
　そして、これから結婚を考え、子育てを迎える若いみなさんへも「私たちが近く
にいるから大丈夫だよ」という地域からのメッセージを届ける場になったのではな
いでしょうか。
　さあ、これから港区は楽しくなります。そのポイントは3つありそうです。
　　　
　　　「話」・・・もっともっと「おしゃべり」をしましょう。
　　　「輪」・・・もっともっと「縁（円）」をつくっていきましょう。
　　　「和」・・・もっともっと「仲良く」なっていきましょう。
　
　そんな､「話」と「輪」と「和」が重なって、港区に「こぞって」支える人たちが
増え、安心な子育てのまちになっていくことを期待しています。
まだまだ、時間はかかります。が、あせらず、あわてず、あきらめず、で、みんな
「こぞって」頑張ってまいりましょう。
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●●● 芝地区グループディスカッション ●●●

実行委員レポート

学生2名、子ども家庭支援センター職員、センターの講座を受講して子育てサークルを立ちあ
げたばかりの赤ちゃん連れの２名のお母さん、実行委員の私を含め６名のグループだった。バリ
アフリーについて熱弁をふるわれているお母さんもいらっしゃったりで非常に盛りあがり、「地
訓」を考える時間がなくなってしまう程だった。

（実行委員：中鉢康子）

地域ごとの特色があるなと思った。同じグループのアクティブなシニア男性が、最後に手を上
げて発表し、街全体が芝の児童館だと思って子育てしてくださいと言ってくれた。子ども家庭支
援センターの所長とその他男性ばかりのグループだった。20代30代60代と各世代がいた。60代の
方が、来年度明学で行われるチャレンジ大学に入るそうで、学生証が貰えると嬉しそうに話して
いた。地元地域が大好きという方が参加している、いいグループに入ったと思った。とても楽し
い時間だった。

（実行委員：大西麻子）

5人のグループだった。うまく進行することが難しかった。熱い思いを語ってくれる方の思い
が前面に出て、他の方の意見をくみ出すことができなかった。グループとしてみんなの意見をま
とめるのはとても難しいと感じた。

（実行委員：宇山真紀子）

グループでの話は、あいさつをして声かけよう、近所づきあいしよう、外へ出て人とふれあお
う、人の子どもにも目を向けよう、施設を減らさずに充実した地域にしよう(芝児童館閉鎖を聞
き)、芝地区はサラリーマン多し、子育てしやすい町にもっともっと変えよう、などがでた。メ
ンバーは、皆さん積極的に子育てに関わろうとしている方ばかりで、話しをしている中でパワー
をたくさんもらった。初めて会った感じがしないぐらい、共通の話がテンション高くできるって
素晴らしいですよね。楽しいテンションの高い良い時間をありがとうございました。

（実行委員：硲田　栄）

私のグループは、芝地区在住者が一人で、区内在住も私とその方だけだった。芝の方は民生委
員の60代くらいの男性で、わりとうまくいっている地域と話され、そうなんですかーという話で
終わってしまった。

他には、新橋の児童館に勤めている方が、最近の子ども達の遊び方が変わっている、うまくコ
ミュニケーションが取れなくなっていると感じている。仲がいい子とは遊べるが、知らない子と
は同じ場所にいるので誘っても遊べない子がいる。子どもが変わってきているのではないか、ど
うなんだろうという結論が出ない話となった。

（実行委員：金地ひかる）

企業の社会貢献担当者が参加してくれ、港区という地域性があったように思う。中高生の子ど
もがいるお父さんで、地域でサッカーに関する活動をしている方だった。港区の企業の方と話が
できてよかった。企業が、企業内保育所を作るということではなく、地域に入ってきてくれたこ
とが、私には新鮮でとてもよかった。

実行委員なのに懇談会にどっぷり参加できたことがとてもよかった。地域には子育て世代以外
のいろんな世代にも、関心をもっている方が一杯いることは驚くべきこと。それぞれつながりた
いという思いがあるが、つながれていないという現状があることを実感した。

（実行委員：影田智子）
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民生委員の方が多かったので、地域活動や児童館での活動の話が中心になった。皆さん面倒見
のよい方ばかりで、地域の世話役というかんじで、地訓をまとめてくださった。子育てを応援し
てくださる方がこんなにもいるとわかりパワーをもらった。私たちの会が、地域の子育てを応援
できる存在になれるよう活動を充実していきたいと思う。参加していた民生委員の方々は、他に
も地域のお世話役として、自治会や町内会の役員などをいくつも掛け持ちしていて、自分たちの
後を引き受けてくれる人がいなくて困っているようだった。挨拶しても無視されることが多いけ
れど、根気強く声をかけていると、会釈くらいはしてくる、という話を聞いて、コミュニケー
ション能力の低下というより、人としてのマナーがない人が多いことを痛感した。

地域の防災や交流の拠点としての学校が、その機能を奪われつつある。学校選択と学区廃止に
よって、人気の高い学校と低い学校の格差が固定化しつつあり、地域の学校がなくなるところ
も、今後さらには増えしまう。小学校がなくなる、子どもたちがいなくなることは、地域から活
力を奪うことになるのでは、という懸念の声もあった。都会の利便性や子どもの学力向上ばかり
を追い求めることは、人間として身に着けるべき、思いやりの気持ちや生きていく力、人間力み
たいなものを学ぶ機会を子どもから奪ってしまうことなんだと、改めて感じた。

かといってなにができるのか。地域の様々な志を同じくする人達と連帯して、自分がちょっと
努力すればできることをする。次は地域の危険地帯やバリアフリー度チェックなどできたらいい
なーと思う。

（実行委員：志牟田美佐子）

子育て中の人は自分だけだった。子ども家庭支援センター職員と学生とファシリテーション協
会からの30代の女性、他区から参加していた聴覚障害をおもちの女性がいた。手話通訳の方も同
席され、いろいろな立場と世代の人がいるグループだった。聴覚障害の方は、今働いていて将来
子どもを産みたいが、仕事と子育てを両立できるかわからないが、話をきける人もいないので参
加したという。30代の女性は、子どもがどんどん減っているので産め産めという風潮があるけれ
ど、産んだ後やっていけるのかという不安や世間の冷たさを感じるので、産むことにとまどいが
あるという話をしていた。いろいろな立場の人がいて、世間一般の子育て中の人に対する思いが
きけてよかった。子どもがいる社会、お父さん・お母さん、おじいちゃん・おばあちゃんなど家
族がいる社会がふつうの社会だよね、という話になった。だけどそれが、都心だからできないと
か、こういう時期だからできない…ではなく、皆ふつうに生活できたらよいのにね、と話した。
どうすればいいのかな?と話したが、途中で子どもが泣いたので、まとめがどうなったかを聞け
なかった。

同じグループメンバーからの話によると、地訓としては、いろいろな価値観が認められる今の
世の中なのに、一方、公園であいさつしたら子どもがさらわれるんじゃないか、という心配もあ
る。最低、地域のルールには何をすればよいのかと話した。年配の女性が、以前保育園に勤めて
いたので子どもたちと関わっていきたいが、なかなかむずかしいと話された。そこで、地訓は理
想でもいいだろうということで、どちらも（子育て中の人も、そうではないけど関わりたいと
思っている人も）一歩が必要。一歩とは、やはりあいさつだろうとなった。なので、誰かと1日
最低20分はしゃべろうということになった－とのことだった。

（実行委員：北川あす香）
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子育てをささえる地域創りのためのラウンド・ミーティングには、

どんな人たちが参加してくれたのかしら？

1月13日高輪地区編参加者

子育て中の
みなさん
33%

地 域 の
みなさん
28%

学　生
12%

地域こぞって
子育て懇談会
実行委員
15%

その他
12%

1月27日芝地区編参加者

子育て中の
みなさん
30%

地 域 の
みなさん
25%

学　生
14%

地域こぞって
子育て懇談会
実行委員
11%

その他
20%

＊その他とは、港区立子ども家庭支援センター・明治学院大学社会学部付属研研究所のスタッフ等

＊その他とは、港区立子ども家庭支援センター・日本ファシリテーション協会・明治学院大学社会学部付属
　研究所のスタッフ等

地域のみなさん：

地域の子育てに関心のある方、

民生委員、主任児童委員、青少

年委員、保護司、子育て家族支

援者、子むすびサービス協力会

員、町会、児童館見守りボラン

ティア、保育園職員、文庫活動

者、NPO、ケーブルテレビ、

助産師、保育士、その他

地域のみなさん：

地域の子育てに関心のある方、

企業社会貢献担当者、民生委員

主任児童委員、子育て家族支援

者、児童館職員、助産師、保育

士、ライター、その他
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●参加者の声・・・・・・・・・・・・・・・

－19－

－1月13日高輪地区編－

・地域の子育てを地域ぐるみでしたいという人が、老若男女問わず集まって意見を聞けたのがと

　ても良かった。

・ラウンドミーティングが特に楽しかったです。お互いの「顔」が見えて、意見を言えるのがよ

　かったです。港区にはたくさんのグループがあることを知ってびっくり!良かったです。

・話を聞くだけのつもりで参加したのですが、ディスカッションもあり久しぶりに人前で自分の意

　見を話す事ができて楽しかったです。

・参加してとても楽しい時間をすごせました。こういう会を期待していました!

・活動グループがこんなにたくさんあると思いませんでした。皆さん意欲的で感動しました。

・子育てで急に手が必要な時少しでお役に立てればと考えております。

・学生グループもあるのは驚きでした。若い人もひとくくりに考えてはいけないと痛感しました。

・ディスカッションで、一人一人の考えがあり、子育てに悩んでいるのがわかりました。

・子育て中のママ達の本音も聞くことができました。学生さんたちの思いもすばらしいです。私

　も地域の住人として自然な形でサポートしていきたいと思います。

・子育てが難しくなっている状況を知りました。

・港区にも地域の方々のエネルギーがあふれていることを感じることができて、よかったです。

・暖かい交流でした。

－1月27日芝地区編̶

・たくさんの方が、地域での子育てについて真剣に話す機会がとても貴重で、楽しく参加させて

　いただきました。

・いろいろなサークルの活動があり、どれも楽しそうでした。

・子育ての支援をしてくれる人がたくさんいることがわかって心強かった。またこのような集ま

　りを企画してほしい!!

・普段の子育てのストレスを発散できた。いろいろ話し合えて楽しかった。

・ほしかった情報を得られた。楽しかった。地域に子育て支援の手があると知り心強い。

・将来、産みたい立場で本当に生きた情報をたくさんいただきました。また自分以外のいろいろの

　立場を知りあえて、地域をこえたつながりができ感謝しております。

・若い学生さん、ママと年配の方といろいろで有意義でした。

・ファシリテーターの方の進行で、受身ではなく「会に参加した」という実感がありました。
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①港区地域こぞって子育て懇談会に参加して

実行委員感想集

　　デイジーチェーン

　私は、昨年に行われた明治学院大学での子育てミーティングにも参加したが、今回は2地区で
の開催、子育てグループの紹介の他にグループ毎に懇談という時間が設けられとても有意義だ
ったと思う。短い時間ながら「子育てしやすい街を目指した『地訓』」を作るという共通命題
を与えられ、様々なバックグラウンドを持つ方たちと話し合いながら意見をまとめていくとい
うのは、実行委員側からすれば難しい面も沢山あったが参加者という立場からすると受け身で
はなく自分から積極的に関わり､「参加した」実感が伴い、そういった意味ではとても良かった
のではないかと思う。地域で「まるごと」子育てといっても、地域って?子育ての支援って?他人
とのコミュニケーションがもともととりづらい都心ならではの課題も多いが、特に子育て中
で、社会の様々な立場の人たちと日常出会う機会がないママたちにとっては、何かを思い、考
え、地域社会への一歩を踏み出していくお手伝いが出来たのではないかと思う。

　　La､La､La､

　今回この企画に参加させていただき、私もサークルも得るものが多かった
と思います。私にとって何よりだったのは、作っていく過程で他のサークル
とつながれたことだったと思います。企画内容だけでなく、たくさんの意見
や情報の交換が出来たことも勉強になりました。講座も、題材プラスアルフ
ァーがあり、良かったです。これからの活動があることに期待をしていま
す。

北川 あす香

宇山 真紀子

　　おさんぽくらぶ

　それぞれの子育てサークルに参加していると言ってもバックグランドはさま
ざま。初めて知り合った実行委員も多い中、事前の講座を企画していただい
たことで同時土俵で話す下地がスムーズに出来たように思います。ただ、実
行委員それぞれが時間的制約もあり、地域での子育ての問題を共有できるま
でにはいたらなかったのが残念です。このつながりを絶やすことなく、これ
からも少しでも前へ進めていけたらと思っています。

石橋 千恵子

－20－
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　最初は訳の分からないまま実行委員会に参加してました。回を重ねるごとに「地域
こぞって子育て懇談会」のことが分かりつつ、でもまだ何をするのかが分からなかった
のです。活動スキルアップ講座の第3回プレゼンスキル講座においてサークルの紹介をしたと
き、頭はこんがらがり自分はいったい何を伝えたかったのかが分かりませんでした。でもみな
さんからのご指摘と先生のお話によって、色々な切り口でプレゼンする方法を学びました。そ
の頃からでしょうか､「地域こぞって子育て懇談会」の全容が見えてきたのは。他のサークルの
方たちとも知り合いになれてなんだか新しい居場所が見つかったようで実行委員会に参加する
のが楽しくなりました。2会場での懇談会もとても充実した内容で楽しいものでした。分からな
いと言っていた自分もようやく分かるようになりました。明治学院の皆様、Wa.Wa.Waの皆様参
加させてくださいましてありがとうございました。感謝いたします。さて、分からないはいく
つでてきたでしょうか?

　　La､La､La､

　港区地域こぞって子育て懇談会に実行委員として参加してみて､「地域・人との繋がりの大切
さ」を実感しました。企画立ち上げの時点では実行委員として正直、戸惑いもありましたが、
懇談会の開催が近づいてくるにつれ実行委員同士で熱の入った意見が飛び合い、気合いも十分
に当日を迎えることが出来ました。幅広い年代の方に参加していただき後半のグループに分か
れての話し合いも各グループ活発な意見が飛びかっていたようでした。私のグループには、1歳
児を持つお母さんから街のバリアフリーという意見・要望が出ました。5歳児を持つ私には、街
を歩いていても不便に感じる事は殆どありませんが、自分の子どもが小さい時に駅の階段など
でベビーカーで大変だったときの事を忘れてしまっていた自分に反省でした。これからは、地

域全体でお互い助け合い協調して街づくりが出来る港区になりますように。

廣田　千秋

中鉢　康子

　　ポニーの会

　専業主婦となって子育てに専念することになっても、孤立することなく、社会や地域と繋がっ
て活動することができることを実感しています。そして、地域の皆さんの中にも、子育てを応
援してくださる方が沢山いると感じる事ができて、心強い思いでいます。主催の明治学院大学
社会学部付属研究所の皆様がお膳立てしたステージに、私はちょこんと乗せていただいた懇談
会ですが、スキルアップ講座など今後の活動をしていく上で、大変役立つ内容でした。また、
みんなでアイディアを出し合って運営にも少し係わることで、港区の育児サークル同士の情報
交換ができて、連帯感を高めるよい機会になりました。今後もみんなでなにかやろうという意
識が高まっているように感じます。このような場を与えていただいたことに感謝します。

志牟田 美佐子
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　　ポニーの会

　たくさんの新しい素敵な出会いがありました。地域のおじいちゃんに出会った長
男は「また○○さんにあいたいなー」と時々思い出してはつぶやきます。こんな出
会いは子どもと母親だけで暮らしている毎日からはなかなか得られません。キッズ
サポートセンターと明治学院の社会学部付属研究所のスタッフの方、学生ボランテ
ィアの方と子育てサークルの3者のコラボレーションで懇談会が実を結んだように
思います。地域社会のつながりが薄れつつある昨今、新しいつながりの可能性の芽
生えを感じました。回を重ねて、新しい子育て中の父母の皆さんや地域の方々との
出会いの中で新しい地域社会のあり方の模索ができればいいなと思います。

　　高輪ハッピーママーズ

　昨年の秋から実行委員会の活動がスタート。漠然としていたものが具体化され実施
できたのは、いろいろな支えがあったからだと実感しています。お世話になりまし
た。活動スキルアップ講座で学習したことを即活かす皆様のパワーはすごいです。目
標に向かってまとまり達成していく醍醐味を味わいました。ありがとうございまし
た。現在、日本の少子高齢化が深刻な問題になっています。人口が減少すれば、ます
ます地域コミュニティの役割は重要になります。サークル同士がつながることは、人
と人の絆ができ子育て支援活動が幅広く展開されることになります。この企画で知り
合えたことは大きな実りです。つながった輪は大事に育てていきたいです。そして、
人の輪が広がっていくよう活動していければ…。これからも、多くの人と出会えるこ
とを楽しみにしています。

影田　智子

伊佐見 節子

　　青山ライオンズキッズクラブ

　育児は大変!と思ってばかりでしたが、今回地域こぞって懇談会の実行委員会に参加して子育
ての楽しさ、それぞれの子育ての思いを感じ、良い体験をさせていただきました。スキルアッ
プ講座などサークルとしても又一段とレベルアップできたと思います。そして、何よりも実行
委員の皆さん、明治学院大学のスタッフの皆さんと一緒に出来たことに感謝いたします。あり
がとうございました。また、よろしくお願いいたします。

伊藤　静華
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　　サコダ運動遊びくらぶ

　私は、実行委員で活動させていただいて「何が一番良かったのか?」と振り返って
みると､「多くの人、仲間と出会って1つにまとまった事」だと思いました。初めは､「明
治学院大学まで遠いしなあ～」「真冬でカゼでもひいて講座参加〔スキルアップ講座に実
は行きたくて参加した〕どころじゃない、実行委員にはならなくてもいいわ～」と正直思
ったのですが…｡〔笑〕委員会に参加したら、あっという間でした。普段意欲的に動いて
いる人達ばかりで、どんどん進むのです。そして、講座当日､「ただ聞く、ただ話す」だ
けではない、動きのある、笑いのある大変楽しい実のある2時間半になりました。当日会
場では､「地域で子育て」共感できる意見がポンポン出て、びっくりしました。次回も出
来ましたら、自分自身も更に勉強して動いて、新しい出会いを楽しみに参加したいと思っ
ています。最後に、全スタッフの皆様､「いい企画!いい出会い!」をありがとうございました。

　　La､La､La､

　この度は、港区地域こぞって子育て懇談会の企画に参加させていただき、どうもあ
りがとうございました。参加するにあたり、私に出来る事はあるのかしら…という、
自信のない気持ちで一杯だったのですが、今回参加されたほかのメンバーの方々のパ
ワーに乗せていただき、又、回を重ねていく中で本当に皆様から沢山の勇気やエネル
ギーを分けていただいたような気が致します。そして、何よりも皆の力が合わさる
と、パワーが何十倍、何百倍にもなるのだなあ…と実感いたしました。結局、お役に
立てていたのかどうかは、ギモン?では、ありますが、私自身はこのような会に参加で
きた事で、少しは成長出来たのでは…と、いう気がしております。皆様、どうもあり
がとうございました。

硲 田　 栄

金地 ひかる

　　青山ライオンズキッズクラブ

　子育てをはじめてますますやりたいこと、挑戦してみたいことが次々とでてくるなか、サーク
ル活動を通じてこの企画に参加できてとてもいい経験になりました。講座で聴く話は、とても
新鮮で気づかなかったことやどうしたらいいか考えていた事がクリアになってこれからどんど
ん活かしていこうと思います。一つの目標をみんなで達成する事って楽しいなって思いまし
た。いろんな世代の人と地域のつながりを大事にしたい…という思いを共有する事もでき、人
と人はいつもつながってるんだな…ということも感じました。同じような活動をしている力あ
るママたちと知り合いになれたのもとってもいい機会になりました。またこのつながりで、自
分たちで何か企画したりしながら子育てを楽しめるママ友が増えるといいなと思います。

大西　麻子

－23－
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めいがくキッズ&ママ•パパ応援隊（学生ボランティア）感想集
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※感想内の漢字一文字は、活動が終了した今、各自の頭に浮かんだ「漢字」です．
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港区地域こぞって子育て懇談会
2007年度へ向けて

港区地域こぞって子育て懇談会
2007年度へ向けて

2006年度港区地域こぞって子育て懇談会実行委員会は、2回の懇談会開催の後、
2月23日最後の活動スキルアップ講座において皆と学び、また事後2回の実行委
員会で今年度の懇談会の反省と共に、次年度へ向けての抱負を語って、解散しまし
た。

来年度2007年度への抱負として、グループをこえたつながりである「みなと子
育てネットWa.Wa.Wa」がネットワーク組織としての体制固めを行いつつ､「港区
地域こぞって子育て懇談会の企画立案を担いたい!」という声が上がっています。
「ワーク」を「ネット」するネットワーク※として､「みなと子育てネット
Wa.Wa.Wa」が、地域の子育てを考え実践するための、楽しく有意義な本懇談会
を企画できたらいいね～というわけです。

明治学院大学社会学部付属研究所は、今後も、地域の子育て相互支援を担う各グ
ループの活動と共に、グループをこえたつながりである「みなと子育てネット
Wa.Wa.Wa」の活動を大いに応援したいと思っています。ぜひ本懇談会の2007
年度企画を､「みなと子育てネットWa.Wa.Wa」が担えることを期待し、惜しまず
バックアップできればと考えます。地道な活動者たちのつながりが、地域でまるご
と子育ての土壌を耕し、いつか花咲くであろうその道筋に寄り添えたら、と思いま
す。

地域の皆さま方のますますのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

※「ワーク」を「ネット」するネットワークとは、ただつながるのではなく、共に達成した
いことを共有しながらつながる、そのような「ネットワーク」を意味している｡（日本ファシ
リテーション協会加留部貴行氏による資料より）

－26－
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港区内子育てグループの活動紹介
（当日配布した各グループの資料集）

「地域こぞって子育て懇談会」当日、区内で子育てサロンや子育て相
互支援活動を行っているグループが、地域の皆さんに向けて活動紹介
（プレゼンテーション）をしました。
以下のページの活動紹介資料は、当日に向けて、活動スキルアップ講
座の成果を生かして、各グループが工夫を凝らして手作りしたもので
す。

（当日の紹介順です）

みなと子育てネットWa.Wa.Wa
ポニーの会
おおきなき
おさんぽくらぶ
サコダ運動遊びくらぶ
高輪ハッピーママーズ
デイジーチェーン
La.La.La.
青山ライオンキッズクラブ
めいがくキッズ＆ママ・パパ応援隊
みなそれぞれ子育てをとおしての地域創り
をめざしています～

－27－
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子育て支援活動メンバーのための活動スキルアップ講座
全4回講座の内容

チラシ内容
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2006年度港区地域こぞって子育て懇談会開催時点の“目で見るデータ”
図1：港区内の18歳未満親族のいる一般世帯数

※ 港区内の一般世帯数：103,638世帯
18歳未満
親族のいる

一般世帯13％
（13,356世帯）

18歳未満
親族のいない
一般世帯87%

（90,282世帯）

図3：港区内の18歳未満親族のいる親族世帯中の核家族世帯の内訳

図5：港区の年齢別人口

2006年1月1日現在
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女親と子ども
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図2：港区内の18歳未満親族のいる親族世帯の内訳

その他の
親族世帯
8%

核家族世帯
92%

男親と子ども
から成る世帯2%

100歳～
90～99歳
80～89歳
70～79歳
60～64歳
50～59歳
40～49歳
30～39歳
20～29歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
0～4歳

0 10000 20000 30000 40000

6595

5832

5289

5545

24733

36383

26050

24170

19393

14431

6834

1482

44

－62－

＊注1：図1・図2・図3は、総務省統計局資料「平成17年国勢調査報告」を元に、図4・5は、「港区ポータルサイト」統計データを元に作成した。

＊注2：「親族世帯」とは、国勢調査上の一般世帯を、その世帯員の世帯主との続き柄により3区分した世帯区分のひとつで、「二人以上の世帯員から成
る世帯のうち，世帯主と親族関係にある世帯員のいる世帯」である。他に「非親族世帯」「単独世帯」がある。図1の「18歳未満親族のいる一般
世帯」は、大多数が「親族世帯」であるが、40世帯の「単独世帯」が含まれている。
「親族世帯」は，その親族の中で原則として最も若い世代の夫婦とその他の親族世帯員との関係によって，以下のように区分される。
Ⅰ　核家族世帯（以下、4類型の世帯）1）夫婦のみ・2）夫婦と子ども・3）男親と子ども・4）女親と子どもから成る世帯
Ⅱ　その他の親族世帯（以下、10類型の世帯）5）夫婦と両親・6）夫婦とひとり親・7）夫婦，子どもと両親・8）夫婦，子どもとひとり親・
9）夫婦と他の親族（親，子どもを含まない。）・10）夫婦，子どもと他の親族（親を含まない。）・11）夫婦，親と他の親族（子どもを含ま
ない。）12)夫婦，子ども，親と他の親族・13）兄弟姉妹のみ・14）他に分類されない親族世帯
尚、「18歳未満親族」とは、世帯主との続き柄において、「子ども」に限定されない18歳未満親族をさしている。

図4：港区の人口

2007年1月1日現在の
　　　港区の人口　　　　　185,610人
　　　港区の外国人登録者　 20,715人
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2006年度港区地域こぞって子育て懇談会報告書 
みんなで聞こう・いっしょに話そう 

～子育てをささえる地域創りのためのラウンド･ミーティング～ 

編集後記 

　2005年度の終わりの終わりの時期に（2006年3月）、当所主催の市民講座「都心で子育てまっ最 

中！ママ・パパからの発信～子育てをささえる地域創りとは～」を開催してから早1年。あれか 

ら1年たった今、港区立子ども家庭支援センター（以下、センター）と共催した「港区地域こぞ 

って子育て懇談会報告書」を制作することになるとは、当時思いも寄らなかった。 

　私たちは、センターからの提案（企画をいっしょに行うこと）を受けるにあたり、迷わず考え 

願ったことはただふたつ。「港区内の子育て相互支援活動を担う子育てグループの方たちといっ 

しょに関わりたい｡」そして、いっしょに関わって徒労に終わるのではなく、関わりのプロセスを 

通じて、「ますますみんなの活動が元気になり、グループ同士のつながりも太くなってほしい」 

だった。 

　報告書をまとめ終わり、はじめに迷わず考え願ったことの内、ひとつめは実行委員会をつくっ 

て企画するやり方により達成できた。ふたつめもなんとか達成できただろうか。実行委員メンバ 

ーたちは、懇談会開催後、当然来年度もあるものとして、懇談会をどうしたいかについて語って 

いた。来年度への抱負である。それは、実行委員たちがこれからさらに盛り上げようとしている 

子育てグループ間のネットワーク「みなと子育てネットＷａ．Ｗａ．Ｗａ」が企画を担っていけ 

たらいいね～という抱負につながっている。今年度の懇談会企画プロセスが、グループ同士のつ 

ながりを太くすることに少し貢献したといってよいだろうか。 

　懇談会の開催にあたっては、さまざまな皆さまに随所お世話になった。殊に当日のプログラム 

立案では、日本ファシリテーション協会の加留部氏に多大な協力をいただいた。芝地区での懇談 

会当日には、協会の会員の方々も参加してくださり、今後へ向けての新たなつながりもつくらせ 

ていただいた。 

　実行委員たちとの最後の学習会は、「報告書のまとめ方」についてであった。地味なテーマと 

思われたが、どんなにステキな活動をしてもやりっ放しはダメ、実績や成果をまとめ、広く地域 

創りに役立てねばと選んだテーマだった。本報告書が、手にとって読みたくなるような報告書に 

なったかどうか、あの日の学習成果が表れたかどうか、気になるところである。 

　この報告書は2006年度の懇談会のまとめである。だが、それだけでは終わらない。次年度に継 

承するための大切な軌跡と布石でもある。これからまたひとつ、はじまるストーリーへの証であ 

り、メッセージでもある。　　　　　　　　　　　　　　　（明治学院大学社会学部付属研究所　平野） 



港区は､みどりの保全とごみの減量に努めてます。 
この印刷物の本文は､古紙配合率100％白色度70％ 
再生紙を使用しています。 




